
 

 

 

 

令和 3 年度事業計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般社団法人みよし観光まちづくり機構  



 

 

 

はじめに 

 

モノづくりを中心とした産業構造が大きく変化し、また、少子高齢化が急激に進んでいる中で、特に日本の地方は「ヒト」「モノ」

「カネ」主要な構成要素すべての面において厳しい局面にある。三次市もその例外ではなく、この地域が将来にわたって持続し、

住み続けたいと願える地域であるために、産業はもちろん暮らし続けるためのすべての面において、変化しなければならない局面で

ある。 

  

観光の分野は、サービス業、製造業や農業など様々な産業分野で構成されている複合体であり、観光の分野を伸ばしていくこ

とは、経済的な基盤をつくっていくための重要な分野の一つである。また、観光は産業的な意味合いだけではなく、三次市の外か

ら人を迎えることにより、新たな知見や文化や芸術などを三次市にもたらす契機ともなる。外との交流は、三次市を見つめなおし、

誇りをもって内発的な変化への道を歩む大きな力ともなり得る。 

 

このように大きな可能性を有している観光であるが、財政的、人的資源にはおのずから限度があるのも事実である。限られた資

源を効果的に投入しなければならず、「選択と集中」という視点を持ちながら、観光の可能性を開拓しなければならない。 

 

 

三次市観光戦略と DMO ガイドラインに基づいた事業展開 

 

１ 「三次市観光戦略」（素案）に基づいた方針、事業の展開 

本機構は、令和 3 年度から 3 年間を期間とする「三次市観光戦略」（素案）に基づいて、活動方針や事業計画を策定

し、事業を進める。 

⑴  「三次市観光戦略」（素案）の主要な柱 

①  目的 観光を三次市の産業成⾧につなげる。 

② 「にぎわいの創出＝観光客を増やす」を中心とした取組みから、地域を再生させる「稼ぐ力の創出＝観光消費額を増や

す」を中心とした取組みにシフトする。 

③ 目的を達成するための取組の方向  

総観光消費額を最大化するための視点として、「来訪者数の増大」×「一人当たりの観光消費額の増大」×「リピート再

訪率の向上」＝総観光消費額の増大と云う考え方が一般的である。 しかしながら、三次市の新たな観光戦略期間と

なる今後の 3 年間では、早急なコロナ禍の収束が期待できるとは必ずしも言えないことから、「来訪者数の増大」よりも、

「満足度アップ」×「リピート率アップ」×「滞在時間の延伸」という取り組み方を優先する。 

④ 定量的指標（ＫＰＩ） 観光客の満足度・リピート率・観光消費額・総観光客数・宿泊者数 

⑤ 観光推進体制の整備  

 

 

２ 新たな DMO ガイドラインを遵守した運営方針と運営体制への移行（令和２年 4 月 15 日観光庁改正） 

以下のガイドラインに基づいて事業を推進する。 

⑴ 観光地域づくり法人（地域 DMO）の目的 
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観光で地域が稼げる仕組みづくりやオーバーツーリズム対策を含めた環境整備をすることによって地域経済を持続的に成⾧

させ、活性化させることである。 

⑵ 観光地域づくり法人（地域ＤＭＯ）の役割 

①  観光地域づくり法人を中心として観光地域づくりを行うことについての多様な関係者の合意形成を促進する体制づくり 

多様な観光関係者を DMO の構成メンバーに含める、あるいは多様な観光関係者で構成する「協議会」等を設置し、 

恒常的な合意形成の場を形成する体制（仕組みづくり）を構築することが新たな DMO 登録要件となる。 

② 各種データ等の継続的な収集・分析、データに基づく明確なコンセプトに基づいた戦略（ブランディング）の策定、ＫＰ

Ｉの設定・ＰＤＣＡサイクルの確立 

③ 地域の魅力の向上に資する観光資源の磨き上げや域内交通を含む交通アクセスの整備、多言語表記等の受入環境

の整備等の着地整備に関する地域の取組の推進 

④ 関係者が実施する観光関連事業と戦略の整合性に関する調整・仕組みづくり、プロモーション 

⑶ 観光地域づくり関係者の役割分担と連携 

① 自治体との連携 

② 観光地域づくりに関する地域の関係者との連携 

③ 地域住民との連携 

④ 日本政府観光局・国との連携 

⑷ CFO（財務担当責任者）の設置 
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令和 3 年度（一社）みよし観光まちづくり機構の事業計画 

 

地域の「稼ぐ力」を引き出し、総観光消費額の向上、地域への経済効果の 

継続的な増大を目指していくための考え方 

 

 

１ 総観光消費額を最大化するための考え方 

前述の通り、総観光消費額を最大化するために、一般的には 

「来訪者数の増大」ｘ「一人当たりの観光消費額の増大 」ｘ「リピート来訪率の向上」＝ 総観光消費額の増大という定式

化が考えられている。 

但し、新たな三次市観光戦略の通り、コロナ禍の収束を乗り越える今後の 3 年間では、三次市来訪者数の早急な増改・

回復への期待が必ずしも容易とは言えないことから、「満足度アップ」×「リピート率アップ」×「滞在時間の延伸」＝観光消費額

の増大という視点に注力して、事業を推進するものとする。 

 

２ 観光商品属性に応じた効率的なマーケティングの実践上の施策 

戦術的には、観光商品属性毎に最適な価格を設定し、最適な販路を通して、最適なプロモーションを展開し、最適なター

ゲットに販売することを念頭に、4P (Product/Price/Place/Promotion) x Targeting の最適化を目指していくものとす

る。 

⑴ 観光商品の特性毎に効率的なマーケティングと販売効率を上げるために、Product (どのような観光商品を)、Price（い

くら位で）、Place（どのような販路を使って）、Promotion(どのような販促計画で) x Targeting （どんな人をターゲッ

トに）訴求していくか観光商品毎に検討することでマーケティング効率を最適化していく。 

⑵ また、三次市来訪者のターゲットに関しては、従来オールターゲットとした曖昧性の高いものであったが、今後は過去の各種

データ分析の結果から、下記の３種類の属性を主なターゲット層として特定し販促活動に活かしていく。 

① デモグラフィック属性（家族構成、性年齢別等でのセグメント）  

三次市の場合は、家族で楽しめる施設や公園などが多いことから子連れファミリー層が将来的なリピート訪問層でもあり第

１ターゲットとする。 客単価の高いシニア夫婦層を、第２ターゲットとする。 

② サイコグラフィック属性（性年齢に関係のない趣味・趣向、心理的価値観などによるセグメント） 

三次市の場合はもののけやコスプレ、写真好きなどスペシャルインタレスト層をメインとする。  

③ ジオグラフィック属性（居住地域などによるセグメント） 

三次市の場合は、広島市、福山市、東広島市、県外では島根県、岡山県、大阪府などをターゲット居住地とする。 
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主要な施策 

 

１ 総観光消費額を最大化するための施策 

総観光消費額を最大化するための施策の考え方に基づき、次のとおり事業を推進する。 

⑴ 来訪者を増大させるための仕組みづくり・三次市来訪前の施策 

① 効果的な情報発信（PR/プロモーション） 

ア WEB での鮮度の高い観光情報の発信の継続強化 

・ 三次市観光公式サイトと機能を分担しながら、Walk @round Miyoshi （三次わくわくさんぽ）のホームペー

ジ、また、同スマホ版の取材編集の強化と観光コンテンツの更なる充足を目指す。 

・ 現在検索ランキングの上位を獲得できていない当機構ホームページも本年度より「SEO 対策」を行い、掲載事業者

情報の閲覧数、観光消費額向上のための事前予約件数などの向上を図っていく。 

イ SNS の活用強化による口コミ（BUZZ 効果）拡大 

当機構公式のインスタグラムやツイッターなどを継続的に活用して、三次市観光の魅力を効果的に伝える SNS 情報の

配信を強化する。 

 ウ テレビ、新聞などメディアへの積極的な情報提供 

メディアによるニュースリリースは集客に有効な情報発信であり、各メディアへの細やかな情報提供によるＰＲを強化す

る。 

② 予約サイトなどを通じた観光商品の販売や事前予約に積極的に取り組んでいく。 

体験型観光商品は、販売実績の高いオンライン販路 (OTA)を活用し、またイベント参加募集や期間限定の観光商

品販売などは、無料や廉価な事前予約機能提供サイトを通じて、観光商品のネット販売やイベントなどの事前予約を

推進し、積極的な観光需要の先取りを図る。 

③ インバウンド誘客対象エリアへの多言語による三次観光情報の提供 

アフターコロナのインバウンドでの第１ターゲットを台湾、次に「せとうち DMO」のターゲットである欧米諸国を三次への誘

客の第２ターゲットと想定し、台湾華語（繁体字）、英語を中心とした多言語による三次市観光情報の発信を開始す

る。 

⑵ 満足度アップ・滞在時間の延伸（1 人当たりの観光消費額増）の仕組みづくり・三次市来訪中の施策 

① 観光客の利便性向上のための着地整備 

三次市と役割分担して、ＪＲ三次駅などの公共性の高い主要エリア付近での Wi-Fi 整備の検討や、まち歩きアプリを活

用した多言語ガイド等を中心に取り組む。 

② 観光資源の磨き上げ（観光資源開発と商品化） 

ア 体験型観光商品の継続開発と販売ルートの構築 

 （ア）君田町の森の散歩道を活用したウォーキング商品や灰塚ダムのトライアルスクールのような、三次市の山や川、農

地や町並みなどを活用した体験型観光商品を、各観光協会や地域と協議しながら、事業主体の構築支援を含め

て継続的に開発する。この取組には、すでにある体験プログラムの磨き上げやより広範な販売ルートへ乗せる取組も

含める。 

（イ）甲奴町の弘法山や灰塚湖畔の森など市内にあるキャンプ場やコテージなどのさらなる有効な活用を図り、観光
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商品として質を高めていくために、施設を活用した体験型商品や定期的なイベントの開催などのコンテンツ開発を、

施設運営者や地域の関係者と協働して進める。 

イ 夜間・早朝における観光資源開発の推進 

（ア）宿泊を伴う観光商品づくり（宿泊施設と連携した多様な宿泊プランの開発提案） 

古民家を再生し、自然や古い町並みの中でゆったりした時間を過ごしてもらう「癒し」、キャンプやサイクリング、カヌ

ーなどのアクティビティ体験、自然や農業、三次市の歴史や文化、伝統などを体験する宿泊を伴う観光資源の開発

と商品化を、事業者や各観光協会など地域の関係者と連携しながら進める。 

（イ）夜間・早朝の観光資源の開発と磨き上げ 

   高谷山は霧の海のシーズンになると、写真愛好家などが訪れているが、早朝ということもあり、経済効果は限定的

であると考えられる。キッチンカーを所有する意欲ある事業者が早朝の時間を活用できるよう、三次市と連携し、規

制の見直し等条件の検討を進める。 

ウ 「まち全体が泊まれる美術館」をキーコンセプトとする三次地区資源開発の推進  

古い時代の面影が残っている三次地区の町並みは、妖怪、忠臣蔵、辻村寿三郎人形館や鵜飼など三次市の観光

資源開発にとってポテンシャルを有する重要なエリアの一つである。三次地区では、「三次地区にぎわい創出事業」を推進

することとなった。主な内容は、三次もののけミュージアムから三次町本通り商店街への人の流れを加速させることであり、

まちなかに魅力的なスポットを形成することである。当機構は、この方向性にのっとり、三次市、自治会連合会・商店街な

ど地域の関係者、そして三次町出身の建築家 谷尻誠氏と連携し、三次もののけミュージアムと歴みち石畳通りをつなぐ

「通り抜け建物」（旧森下邸の改修）や古民家の一部改修やアート展示、また、稲生もののけガイドやコスプレコンテスト

等により、まち全体を宿泊を伴う観光資源として再デザインしていくことを推進する。 

③ 着地型旅行商品の開発・販売の試み（テストマーケティング） 

 ア 各種の体験型観光商品や「癒し」や「アクティビティ」、歴史・文化・産業などフィールドワーク的要素を持つプログラムを

開発し、旅行商品として販売するために、旅行会社と連携する。 

 イ 体験型、フィールドワーク型の観光商品は、プログラムを提供する事業主体と顧客との間での細やかな調整が必要であ

り、旅行会社の採算ベースに乗りにくいという状況もあるので、地域限定旅行業資格の取得も視野に検討を深める。 

④ 広域周遊観光の推進 

ア 庄原市・安芸高田市・世羅町など隣接地域との連携 

（ア）観光客は、自治体間の境界は意識されない。多くの場合は自家用車やレンタカーでの移動である。したがって、

広域エリアでの取組が必要となってくる。まずは、調査・マーケティングデータの共有や相互に関連した資源開発、

合同プロモーションなどについて、意見交換・調整を行い、可能なところから推進する。 

（イ）最大の市場である広島市からは、高速バス路線を使用したパックが開発されているが、事業主体と連携しながら

ＰＲ活動を強化推進する。また、広島市からＪＲ芸備線を活用した送客について連携したいとの申し出もあり、

何ができるかを広島市と検討する。 

イ 島根県等との広域連携 

邑南町や飯南町などの地域は、古くから経済的、人的交流がある。島根県側でもさまざまな観光商品の開発の取組

がされており、江の川沿いの観光資源を活かした体験型観光商品の磨き上げをはじめ、石見銀山街道、尾道松江自動

車道などを意識した広域的な観光資源開発や磨き上げの支援をする。また、妖怪をテーマとした広域周遊旅行の推進

など趣味や嗜好にアピールできる観光資源を活かした特定分野の連携を深めるための働きかけや調整を進める。 

⑤ 三次市滞在中（ついで寄りを促進するため）の観光情報の配信 
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ア Walk @round Miyoshi フリーペイパー（紙媒体等）での最新の三次観光情報（冊子）の継続発行 

イ Walk @round Miyoshi 三次まち歩きアプリ（スマホ等）の観光情報コンテンツの最新観光情報やキャンペーン情

報の配信 

   ⑥ 滞在時間の延伸、販売促進（セールスプロモーション） 

三次市では、これまでグルメスタンプラリーなど各種の販売促進策を実施してきた。効果を最大化するために、開催時

期や開催内容（テーマ、クーポンの発行などの手法）、デジタル化（利便性や参加者の属性把握）などの諸要素を検

討しながら、関係者と連携する。 

 

⑶ 三次市へのリピート来訪率を上げるための仕組みづくり ・三次市来訪後の施策 

① 顧客の過去の行動履歴を活用した再来訪促進情報の配信（CRM） 

三次市への再来訪促進として、三次市への過去の来訪履歴（各種イベントへの申込履歴など）等に基づいた三次市

観光情報の早期配信をメール等で行い事前予約の受付を促進し、観光消費需要の先取りを推進する。  

② SNS の活用強化による口コミ（BUZZ 効果）拡大 

当機構公式のインスタグラムやツイッターなどを継続的に活用して、三次市観光の魅力を効果的に伝える SNS 情報の配

信を強化し、再来訪率向上を図る。 

 

２ 観光推進体制の整備 

⑴ 観光事業を効果的に進めるための体制の構築 

 体制の在り方ついて関係者と議論し、効果的な観光事業の推進体制の構築に向けた取組を進める。 

⑵ 多様な関係者の合意形成の場の構築 

観光地域づくりに関係する多様な関係者の合意形成、情報共有、意見交換の場として、「三次市観光戦略」（素

案）の「（仮称）観光推進部会」へつながる「協議会」等の設立に取り組む。 

⑶ 地域コミュニティーや関連団体への観光戦略の共有と継続的な改善のための仕組の構築 

① 観光地域づくりに向けては、市民の「観光戦略」の理解・共有と日常のちょっとした場面での「おもてなし」が欠かせない。

これまでも観光ボランティアガイド育成講座などの取組がされてきたが、そのような実践的な講座はもちろん住民自治組織

などとの意見交換を通じて調査の結果や観光客の意見などをフィードバックする中で、三次市観光の質の向上を図る。 

② 市民、地域住民が観光に当事者として関わることが、「地域の稼ぐ力」の向上や地域の生活文化の向上にとって重要で

ある。そのために、地域が主体となって、体験型観光商品を開発し、販売するなどの取組への支援を、地域内外の関係

者と協議をしながら進めていくことを支援する。 但し、その一方、「地域の稼ぐ力」の向上のみならず、地域住民が自ら地

域の活動に貢献し、地域の連携を深め、地域住民としての共感や誇り、やりがい、達成感なども併せて醸成できるような

活動になれることも考慮しながら取り組んでいくものとする。 

 

３ 各種調査データの継続的な収集と分析 

⑴ 時系列データ推移の把握、従来把握出来ていなかった来訪者数データの取得、従来三次市で担当していた広島県観光

連盟用の調査・データ集計なども引き継き、調査及び分析業務を一括して担う。 

① 三次市来訪者調査（通年でのネット調査） 

② 観光地点等における入込観光客数調査（広島県観光客統計調査） 

③ モニタリング調査（通年での、君田温泉、広島三次ワイナリー、トレッタみよし、日本妖怪博物館の月次利用者数集 
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計） 

④ 今まで把握できなかった観光地の訪問者数調査（高谷山や尾関山公園などのセンサー等の設置による客数調査） 

 

４ コロナ禍での新しい生活様式や新しい旅行スタイルの推進 

⑴  「新型コロナウイルス感染症拡大防止のための広島県の対処方針」に示すガイドラインを遵守した着地整備の推進 

⑵ 三次市内観光関連施設へのコロナ対策講習やコロナ対策支援プロモーションツールの提供等 

⑶ 豊かな自然を活用した屋外での体験型旅行商品の積極開発支援 

 

５ 三次もののけミュージアムの指定管理業務 

⑴ 本施設の設置目的（観光・交流の拡大及び郷土への誇りの醸成と交流による創造的な活動の活性化）を実現するた

めに次の 3 点を柱に管理運営を行う。 

① 湯本豪一記念日本妖怪博物館（以下「博物館」）が、三次地区住民にとって誇りとなる活動を展開している施設と

して地域に根付くために、「稲生物怪録」をはじめとする日本の妖怪文化が現代にあっても、人々の暮らしの深いところで

脈々と継承され、新たな価値＝文化の形成に資する存在であることを、資料の収集や展示、各種のシンポジウムや印刷

物の出版など学芸部門がその役割を発揮できるための環境整備や支援を行う。 

② 一方で、本施設への来館者に楽しんでいただき、満足度を高めるためには「楽しい」要素が必須である。稲生もののけガ

イドの育成や地元のマルシェやイベントなど三次地区内外での様々な取組と連動しながら、例えば、オンシーズン中の週末

限定のもののけキャラクタータレントとの写真撮影やコスプレ写真撮影サービス、もののけマルシェなど有償・無償で参加型

の「楽しみ」の充実を図り、リピート来館率のアップを図っていく。 

③ 三次地区自治会連合会をはじめとする三次地区の諸団体と連携し、三次地区への新たな人の流れを創出するため

に、「まち全体が泊まれる美術館」のコンセプトに沿った様々な取組に連動しながら、②に掲げた企画の充実を図る。 
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